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取扱説明書

Instruction
Manual

モデル表面に印刷物などが直接触れないように
してください。
樹脂表面にインクが吸収されて消えなくなります。

Do not mark on the model and other components 
with pen nor leave printed materials contacted 
on surface.
Ink marks on the models cannot be removed.

CautionMW12
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耳の診察シミュレータ “EARⅡ”
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樹脂表面にインクが吸収されて消えなくなります。
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特　長

必ずお読みください
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　このたびは、当社の耳の診察シミュレータ”EARⅡ”をお買い上げいただきありがとうござい
ます。本製品は、耳鏡を使用した外耳道や鼓膜観察の理解を深め、異物除去手技の上達を目的と
したシミュレーションモデルです。医学・看護教育用の補助機器としてご使用ください。

市販の耳鏡を実際と同じ方法で使用して、外耳道や鼓膜が観察できます。

　本製品は、医学実習を目的として製作されたモデルです。本来の使用目的以外にはご使用に
ならないでください。また、説明書に記載された方法でのご使用による万が一の破損や事故の
場合、当社は責任を負いかねますのでご了承ください。ご使用上の注意を必ずお読みになって
からご使用ください。
　必要以上の力を加えたり、落下させますと破損等の原因となりますのでご注意ください。
ご使用の際に不具合等がございましたら、お手数ですがお買い求めの販売店もしくは株式会社
京都科学までご連絡ください。（連絡先はこの取扱説明書の巻末に記載しています）

●

●

外耳道からの異物除去や耳垢を取り除く手技のトレーニングができます。模擬耳垢と異物は
玩具の鉄砲玉、スポンジ片を用意。

頸部を左右に傾けたり、耳介を少し引っ張り外耳道をまっすぐにするなど、実際の診察に
近い状態でトレーニングできます。

正常を含む代表的な病変症例を 9症例用意しており、異なる症例の診察実習が可能です。

外耳の太さが通常タイプと通常よりの狭い狭窄タイプの外耳を設定。外耳を取り換えること
で難易度の異なる実習が可能です。

外耳内に一定以上医療器具などを挿入すると、警告を行う機能を備えており、苦痛を与える
可能性のある手技を行ったかどうか確認することができます。

ダイヤルを回すだけで、簡単に症例変更ができます。症例は番号で表示しており、選択して
いる症例がすぐ分かるため、試験などに応用できます。

使用目的に応じて自己学習モード、指導者学習モードの 2種類のモード切替が可能です。



 ご使用上の注意ご使用の前に

●取り扱いにご注意ください。

●ボールペンやサインペンで書き込まな
いでください。

●中性洗剤又はアルコールで拭き取って
ください。

●表面が変色する場合があります。

●印刷物をモデル表面におかないで
ください。

●高温多湿を避けて保管してください。
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ご使用上の注意

・耳鏡のスペキュラーサイズ４以上を推奨します。

・頭部や耳は人体同様にやさしく扱ってください。

・耳鏡を必要以上に押し込まないでください。鼓膜画像が破損する恐れがあります。

・ご使用の前は、電池が正しく挿入されているか確認してください。

・症例変更のダイアルはゆっくりと回転させてください。激しく回転させたりすると症例変更の
機構部が故障する原因となります。

特殊軟質樹脂を使用していますので、落下や
強い衝撃を与えると破損の原因となります。
また耳部の脱着の際、無理な負荷がかかると
破損しますので十分ご注意ください。

モデル頭部や耳の表面に印刷物などが直接触れ
ないようにしてください。樹脂にインクが吸収
されて消えなくなります。

使用後は、高温多湿や直射日光のあたる場所
での保管は避けてください。
変形や故障の原因となります。

モデルの汚れは水又は中性洗剤で、汚れが落ち
にくい場合はアルコールで拭き、ベビーパウダー
を塗布しておいてください。シンナーなどの有機
溶剤は、絶対に使用しないでください。

サインペン、ボールペンなどでモデルに書き
込むと、インクが吸収されて消えなくなります。

長期間使用されない場合や経年変化で変色する
ことがありますが、ご使用には差し支えありま
せん。
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11391-010 耳セット　一式　(ケース付）

ご使用の前に セット内容のご確認

セット内容と各部の名称

コード番号 部品名
消耗品
一覧

ご使用の前に、構成品が全て揃っているかご確認ください。

a

b d

a

b

本　体：成人頭胸部モデル
材　質：軟性特殊樹脂 (頭部・耳部)・

　硬質樹脂 ( 胸部）
重　量：約1.5kg
寸　法：幅42×奥行21×高さ39cm

（モデル本体）

a. モデル本体
b.耳セット(ケース付）

１体

2本

仕 様

構 成

 異物除去練習用異物
   （耳垢・模擬異物・スプーン）

単三電池

取扱説明書
クイックマニュアル

( 左右診察用  正常・狭窄外耳 
各 1セット）

診察用  正常タイプ　　　　Ｌ・Ｒ １

診察用  狭窄タイプ　　　　Ｌ・Ｒ ２

異物等除去用  正常タイプ　Ｌ・Ｒ ３

異物等除去用  狭窄タイプ　Ｌ・Ｒ ４

( 左右異物等除去用  正常・狭窄外耳
各 1セット）

１式

１セット

４セット耳ユニット

 除去練習用異物
   （模擬耳垢・模擬異物・スプーン）

( 左右診察用  正常・狭窄外耳 
各 1セット）

( 左右異物等除去用  正常・狭窄外耳
各 1セット）
１セット

４セット耳ユニット

※耳ユニットの外耳の裏側にNOが刻印されています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

＊製品に組み込まれている電池はテスト用です
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実習の準備

１

準備 

準備 
耳ユニットのセット

電池のセット

モデル本体に実習に必要な耳ユニットを
写真のように挿入してください。
挿入時はモデル本体の挿入孔と耳ユニット
のスライドガイドを合わせて挿入してくだ
さい。
はずす時は頭部からまっすぐ横に引き抜い
てください。

電池の挿入や交換はモデル本体の背中にある電池ボックスの蓋を開け行います。蓋の右側にある
つまみを、左側に押しながら手前に引くと蓋が開きます。
電池の ＋・－ の方向を間違えないように挿入してください。
電池挿入後は蓋の左側にある2箇所のツメをボックスに差し込みながら蓋をします。
蓋をしたのち電源をONにします。

モデル本体に耳ユニットを挿入した後に電源をONにしてください。電源をONにした後に耳
ユニットを挿入すると内部のセンサーが作動してランプが点灯したり、警告音が鳴る場合
があります。

耳鏡を使用する実習では、耳鏡診察用耳ユニット(L1 L2,R1 R2)を挿入してください。異
物、耳垢除去実習の際は、異物等除去用耳ユニット(L3 L4,R3 R4)に交換して実習を行っ
てください。

・警告音が連続音であった場合は再度電源を入れてからご使用ください。
・警告音が断続音であった場合は耳ユニットの位置を調整してください。説明動画にな
らって外耳道に指を差しれて耳ユニットを奥に押し入れてください。

ご使用前に、耳ユニットの取り付け、取り外しの手順についての動画を確認して
ください。動画での説明は以下のURLまたは右のQRコードから接続できます。

（https://youtu.be/2G4MPw1V9qI 英語版）

耳ユニットを挿入した際に警告音（断続音または連続音）が鳴り続けた場合はいったん
電源を切ってください。
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実習にあたって

１ 実習にあたって

症例の選択

警告の機能

症例の選択は後頭部にあるダイヤルを回して
設定してください。選んだ症例は、１~９まで
番号で表示されますので、クイックマニュアル
と照らし合わせて確認してください。

耳垢・異物除去実習を行う場合はダイアルを
回して、FB    という文字が見える位置に設定
してください。

モードの設定

警告表示

使用目的に応じて 2種類のモード切替が可能
です。モードの設定は背中部にあるスイッチ
を切り替えて行ってください。

①耳鏡が骨部外耳道を通過すると、センサーが
感知し、黄色の LEDが点灯、断続音 ( ピッ、
ピッ ) で警告。

○耳垢や異物、除去を行う医療器具が鼓膜に
接触すると、赤色の LEDが点灯、連続音
(ピー ) で警告。

②耳鏡が骨部外耳道を過ぎ鼓膜に接触すると、
赤色の LEDが点灯、 連続音 ( ピー ) で警告。

耳鏡診察では

耳垢・異物除去では

外耳内に一定以上医療器具などを挿入すると、警告を行う機能を備えています。警告の表示で
苦痛を与える可能性のある手技を行ったかどうか確認することができます。

Self-learning mode（自己学習モード）
Instructor/Examination mode

  （指導者学習モード）

学習者が自己学習：警告音が鳴る・・・・・・・

試験等に使用：警告音は鳴らず、指導者には
わかるよう、LEDのみが点灯

・・・・・・・・・・・

※

※ Foreign body ( 異物）

モード切替スイッチ電源スイッチ

耳鏡を奥まで挿入しても警告表示のLEDが点灯しなかったり、警告音が鳴らなかったり
した場合は、電池の消耗が考えられますので、新しい電池と交換してください。

断続音の場合は、耳鏡を引き抜くと音が
消えますが、連続音を消す場合は、電源
スイッチをOFFにして音を消してくだ
さい。



頸部や耳部の設定

14

実習にあたって
後片付け

１ 実習にあたって

２ 後片付け

異物・耳垢除去の実習

頸部は写真のように頭部を押すと傾け
ることができます。また、耳介を少し
引っ張り外耳道をまっすぐにするなど、
実際の診察に近い状態でトレーニング
できます。

耳垢・異物等のセットは写真のように
異物等除去用耳ユニットにスプーン等
を使用してセットしてください。

耳垢・異物の実習の際は異物等除去用
耳ユニットを使用します。

耳垢・異物等の除去実習後は、耳ユニットより耳垢・異物等を取り出してください。

また、実習後は頸部の傾きを元に戻し、保管は高温・高湿度になるような場所は避けてください。

実習後、電池はモデル本体から抜き取り、別途保管してください。

モデル本体や耳ユニット部が汚れた場合は、水かアルコールをつけた布で拭き取り、頭部は乾燥後
ベビーパウダーを薄く塗布しておきます。

耳垢・異物除去の実習を行う
場合は、必ず”FB”の位置に
症例設定ダイアルを合わせて
ください。



Don’t mark on the model and other components with pen or leave printed 
materials contacted on their surface. 
Ink marks on the models will be irremovable.

Caution
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URL  http://www.kyotokagaku.com       
e-mail   rw-kyoto@kyotokagaku.co.jp

The contents of the instruction manual are subject to change without prior notice.
No part of this instruction manual may be reproduced or transmitted in any form without permission from the manufacturer. 
Please contact manufacturer for extra copies of this manual which may contain important updates and revisions. 
Please contact manufacturer with any discrepancies in this manual or product feedback. Your cooperation is greatly appreciated.

For inquiries and service, please contact your distributor or KYOTO KAGAKU CO., LTD. 

●

●

■本社・工場
〒612-8388　京都市伏見区北寝小屋町15番地
TEL：075-605-2510（直通）
FAX：075-605-2519

■東京支店
〒113-0033　東京都文京区本郷三丁目26番６号

NREG本郷三丁目ビル2階
TEL：03-3817-8071（直通）
FAX：03-3817-8075

3. 中耳炎（粘液性） 4. 中耳炎（慢性穿孔性） 5. 中耳炎（急性化膿性）

6. 真珠腫 7. 鼓室硬化症 8. 外傷性鼓膜穿孔 9. 耳垢閉塞

1. 正常鼓膜 2. 中耳炎（漿液性）

■9セットの症例と設定番号
■ Nine sets of cases and setting number

1. normal 2. serous otitis
media(SOM)

3. mucoid otitis
media(MOM)

4. chronic otitis media
with perforation

5. acute suppurative
otitis media(AOM)

6. cholesteatoma 7. tympanosclerosis 8. traumatic perforations 9. cerumen block

■ ■(World Wide)

Kyoto Kagaku America Inc.




